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兵庫恥立大学看 護学部 野澤 美江 戸

９
７月２０日、 例 年 に な い 猛 暑 のｌ１ｌ、 兵 庫 県 止人 学 明 石 キ ャ ン パ ス にお 冊 か け く だ さ

い ま した 皆 様 に 感 謝１１１し Ｈヂま す 連 休中 で あ る こ と か ら 参 加 者 が 少 な い の で は と、

不 好 治 療 の み な ら ず、 がん 医 療 に描 わる 方々 等、 多く の 方 々 に お 声 を か け さ せ て い

た だ きま した一 そ の 結 果、 ２０司人と たく さ ん の 方 々 に ご 参加 い た だき、 本 当 に あ り が

と う ご ざい ま し た、、 そ れ にも 関 わ ら ず、 公立 大 学 と いう 性 格 ト、 令 館 冷 房 を 入 れ ら

れ ず、 快 適 な 環 境 を提 供 で 善 な かっ た こ と をこ の 場 を 借 ｏて お 詫 び巾 し トげま す．

灘淡繊漱踏ξ書靱
か・・た よ う に思 い ま す、 そ こで、 今１司そ の ス

ペ シ ャリ ス トの 先 牛 カ に シン ポ ジウム で話 Ｌて い た だ く 機 会 を 設

けま した、 がん 医 療σ〕実 態 と 最新 の 傾向螂〕み な ら ず、 がん 患 者 さ んカ ッ プ ルが、 が ん か ら のサ パ イ バ ル と 不 妊

と 言う、 い ず れ も 不 確 か な 理 象を い か に 片悩 しつ つ、 意思 決 定 に 揺 れて い る ⑭ か， ま さ に 租達 が 知
１］た か り た

知 見を 得 る こ と が で き ま した。 そ して、 不 妊 治療 を提 案 す る 際 に、 或い は 不 打 治療 を 唖 ける 上 で、 忠 老 さ ん に

と っ て 最 も 良い 選 択 が で きる よ う に、 がん 医 療 ω 現場 と 不 妊 医 療 の 現場 が 連 携 し合う こ との 重 要竹 も 尖 感 し ま

した、 今１１１１口〕企 画 が、 今後 の 連 携の 動き に つ な がっ て も ら え た ら 幸い で す。

も う １ つ は、 事 例 検 討 会 例 開催 で す。 臨 床 の中 で 対応 に 悩 む 事 例 に多 く 遭 遇 し ます が、 そ の 対 応 を 看 護 者聞

で披 ｏ 返 っ たｉ］、 新 た な 意 見を 求 め る 機 会 は 決 し て 多く あ り ま せ ん。 そ こ で、 実 践報 告 や研 究 発 表 ほ ど堅 苦 し

く な く、 提 不 さ れ た 事 例 の 看 護 につ い て 参 加者 が 白１ｏな 意 見 を 吉い 合え る 場 を 設 けた い と思 い ま し た。 初 めて
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の 試 み だ っ た の で 反響 が 気 に なっ た の で す が、
参 加 下さ っ た 方 々 に は大 変 好 評 い た だ き・ 企 画委 員

一 同・ 脚 を

な で 下 ろ Ｌ た 思 い です。 また、 個 人 情 報 の 保 謹
も ある こ と か ら、 会 員 限定 で行 っ

た と こ ろ・ 急 逼 会 員 登 録 が 増

え る な ど、
二 次 的効 果 も あ りま した。

学 術 集 会 の 成 功 は、
終 わ っ て か 昌 も 皆 様 の 記憶 に残 り・ 翌１１か ら の 実 践 につ

な げ て く ださ っ て い る か に か

か っ て いる と 思 っ て い ま す。 今 回 の 学 術 集 会 での
収穫 が、 様 々 な 臨 床 の場 で の 種

ま き につ な がり・ さ ら に 広

がｏ て い っ て い た だけ る こ と を 望 ん でお η ま す。
また・ 来 年・ 今 度は ■ 重 でお

会い しま しょ う・

・：・第 ６ 回 目 本 生殖 ｉ竈 学 会 学 術＾ 会、 〕 例 検 討会 報告（１〕

丑立学校共済組合近畿■１映 病院 心岡 伸子

一テ ーマ】 体 外 受 精 に 納 得 して い な い 夫 へ の ア プロ ーチ 鮒 弔榊〕欄 は 舳 抽 淵■帥 舳 加ＴＬてい韮寸

口 例紹介】 ＾ 氏ヨＯ歳 会祉員 夫 Ｂ氏ヨ５歳 会社員

上 婦 とも に 挙 児希 望 を Ｌて い る が、
’ 年 問 小好 状蛙 が持 続 し て いる一

現 在 は 人丁 授 精 を ６ 回 終了 す る も， 妊

娠 に は 至っ て い な い。 ５阯１川 の 人工 授 補 が 終 ｒ後 に
夫婦 で・ 講 義 形 式 の 体外 受 精

セ ミ ナ ー を 畳 講 し、 受 講市 後

会 場 でＢ氏 が 体 外 畳 擶 を 否 定 す る 発 言 を Ｌて 退出 し て し まう ＾氏 は 否 定 さ せ た こ と で流 涙 する一 数 口 後＾
氏

よ 帷 絡 が 洲 治療は一時中断するカ・、 芙には内締 で、
冨・・と薬 岬 臓 発剤〕

．
が歓 しいとの申 し山だっ

た そ Ｌて ２ヵ 山 の 逓 院 中 断 ω口〕ち 連 絡 が あ り、 １同
だけ 体 外受 精 を 行 っ こ と を 決 定 し、 妊 娠 す る も 釘 娠 ９ 週

目 で 流 産 Ｌ て Ｌま っ た、 採卵 時
は目氏 も付 き 添 い、 精 干や 胚 の

状 態 を 熱 心 に 質 問 Ｌて い た１ 凍結 胚 が
残 っ て い

る の で 治 療 南 開 の 速絡 が はい る も、 夫 に聞 か れる の で
す ぐ切 り ます と 会 話 の 途中 で 電 話 を きっ て し まっ た・

■デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 内 容】

１． 医療 職 がア
プロ ー チ して い る の が 妻 ｛女性〕 の た め、 大 （男 性〕 に

肘 す る 積 極 的な ア プロ ーチ を 行っ て い

ない、 どの よ う にア
プ ロー チ し た ら いい の か 分 か ら ない と いう 意 見が 多 くあ り・ 苫 千

意 識を 持 っ て いる。

２
．
夫 １兇 性〕 は 疑間」、．

な どを 治 療 施 設 に 問 い合 わ す の で なく、 市 や県 で苛１っ て い
る 不 妊 電 話 相 談や 保 憧セ ン

ター な ど を 利用 して いる こ と が 分 か・・た。 ま た 相 談 内 容
も
、
費用 の こ と・ 医 療 が 介入 す る こ との 対 抗・ 白

分一 人 取 り残 さ れ て い る 感情 な ど で あっ た。

３ 体 外 受 精 の 説 明 に関 し て、 集 団 指 導 で
なく 個別 指導 を 行 い、 夫 婦 が 共適 の 知 識

を 持っ て 治 療 に望 める よ う

説 明 後 に テ ス トを 行 い、 理解 度
を 確 認 して い る 施 設 もあ っ た。

ほ とめ１

参 加 宥 は１３人で、
行 政 職 ・ 医 療職 ㈹ 人ク リ ニ ッ ク ・ 総合 痂 院〕 ・ 看 書系 学 牛 であ っ た。 夫 （男性〕 に 対 す

る ア プロ ー チ を 苦 手 と 感 じ な が らも、 夫婦 が納 得 Ｌ て
治療 を 畳 け て も らっ た め にい ろ い ろ な 試ゐ が 行 わ れ て い

る こ と が 分 か っ た、 夫 ／男 性ｊ に対 す
る ア プロ ー チロ〕力 法ま では 話 Ｌ合う こ と が でき な か っ た が・ 夫 が 悩 ん で

い る 内 容 も 分 か １〕、 今 桂 ω ア プ ロ ー チ の ヒ ン ト に な っ
た と 思 うｉ］

・…・第６回目本生殖看竃学会学術集 創＝参カ０して

熊 本赤十字病 院 赤松 房 丁

７月２０日 兵 庫 県 立犬 学 明 布 キャ ン パ ス で 開 催 さ れ た 蹄膚 同 学術 集 会 に参 加 し た。 牛殖 看 護に 関 わっ て い な が

ら、 こ れま で 学
会 員と Ｌ て の 登 録も して い な か り た 私 であ っ た が・ 関 係 者 か らの お 勧 め も あ り・

ま た 自 分 自

身 も 参 加 Ｌた い と いう 強 い 衝 動（亨〕に か ら れ、 学 会 問
近 に なっ て 会 貝 登 録 申 請 を す る と い う 事 務 局 ⑭方 へ は 多

大 な 迷 惑 を か け な が ら の 慌 しい 初 参加 で あ っ た。 私 に起 こ っ た 衝 動 … そ れ
はメ イ ン テ ー マ に 掲 げ ら れて い た

「カ ッ プル の 親 密 さ １ 危 機 を 乗 ｏ越 え る た め の 方 略」 につ い て、 □ 常
の ケア で 悩 む場 面 に 多 々 直面 す る 申 か ら

起 こ っ た も の で あ る。 私 は 母 性 看護 専 門 看護 師 と Ｌ て 活
動 す る 中 で・ 不 妊 治療 中・ そ Ｌて

治 療 後 妊 娠の 方 へ も

多 く 関 わ り を 持 っ て い る。 不 蛆 治療 にお いて
は
、
当 事 者 であ る 夫 婦 の 信 頼 関係 が重 要 で あ り・ 治 療 の選 批 継

続・ 中 断、 延 ひて は 治 療 後 妊 娠 ・ 出
産・ 育 児へ 影 響 を 及 ぼ す。 実 践

を 逓 してそ の こと を 痛 感 して い る だ け に・

何 ら か切 方略 を見 出 Ｌた か っ た の であ ん 野澤 会 長 の 講 油 で は・
カ ッ プル の 親 密 さ につ い て 改 め て 考 え る 機 会

と 自 己 表 出 を 促 進 す る ケ ア の 大 切 さ を 学 ぱ せ て 頂 い た。 介 入 プ ロ グラ
ム と して 紹 介 さ れ た 「小 釘 ケ ７・〔ｏｍ」

の サイ ト トで 崖 開 さ れて い る
’
親 密 さ 診 断 プ ロ グラ パ や

阯
親密 さ 向 止 プロ グ ラ ム

＾
は、 対 象

と な る カ ッ プル

ヘ 活用 を勧 め た いと 思 っ た 次 第で あ 乱 一 般漬 題 で は・
治 療 を継 続 的 に支 え る トで の シス テ ム や 相 談 室 の 運 営・

そ して 小 妊 治 療 後 妊 娠・ 出 産 で
’
尖 婦 間 で 考 えを 兵毛 す る

’
こ と の 大 切さ を 再 認識 Ｌ た ま た シ ンポ ジウ ム で

は、 が ん 医療
に お ける サ バ イ パ ルな 現 状 のｌｌｌ、 他職 種 や他 の

認 定 請 謹 師と 牛 殖 着 謹 に お ける 連 携 につ い て
’協

働
一 と いう 立 場 で考 え る 機 会 を得 た。

た婁舌一二譲 糠 鵬禦機 驚１
で繁筆鯛：１ξ井は三㌶：，悠 炊享蝋

ム で あ っ た凸 そ う で あ れ
ぱ
、
こ の 機 会を 逃 して は い け な い。 そ して 実 際 に参 加 で

き た こ と で 会 長 講演、
一般演

題、 シ ンポ
ジウ ム の 内 容 を 繁 げ、 よ り 深

め
、
カ ，プ ル ヘ の 支援 に お い て 自 らの 実 践活 動 を 見 直 し・

整理 す る に

効 果 があ っ た と 感 じて い る。 そ して、
不 妊症 看 護 認 定 看 謹 師を は じめ・ 多く の 看 護職 の カ

々 が 生 殖看 護 に 携 わ

り 日 々 研 鉛 を 稿 ん で い る 婆 と そ の 成 果 に触 れる こ と が で き・ 新 た なエ
ネ ル ギ ー を 頂く こ と が で き 心 今 回 の

学 ≧で頂いた貴重 なエネルギーと多く の示唆に感謝するとともに私 自身ω今後の活動へぜひ活か していきたい

と
．
曽
、っ
て い る 。
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＾ 臼本生殖看 護学会 Ｎｏ２０ 発行日 ２００畠９

第５回生殖看護実践セミナー１ζ参㎜して
浅 皿 レ ティ ー スク リ ニ 〃 榊円 奈津

今１口１， ７月１９□ に１用
催 さ れ た、 第５ 固 生 殖 看 護実 践

セ ミ ナー に 参 加 させ て い た だ きま し た。 実 践 セミ ナー に 参

加 さ せ て い た だく の は、 咋 年 に
続 き ２ 呵１１と な１］ま す。 当 事 者 ω 方 や 不

妊 症 看 護 認 定肩 護 師 の方・ 様 々 な 職 挿・

地 域、
施 設 で河 躍 さ れ て いる カ々 の 貴 重な お 話を 闘く こ と が でき、 有 意 義 な時 間 を 過 ごす こと がで きま し た

私 避 の ク リ ニ ック は 不 妊専 門 外 来で あ り 分娩 施 設を 布 して お ηま せ ん。 好 娠 さ れた 患 者 様 は呂 一 〇週 で 他

施 設 へ 紹 介 さ せ て い た だ い て お りま す。 こ
｝しま で， 妊 娠 さ れた 触 者 様へ の 継 続 的 な 支 援 や、 紹

介施 設 へ の 情 報

提 供 は 足 踏 み 状態 で ほ と ん どで きて い ない ω が 現 状 で した、 実 践 セ ミ ナー の テー マ で あ・。た 「不
鉦沽 療 後 に 妊

娠 した 丈 婦 へ の 継 続 的 支 援」 は， 私 達 の 大き な 課 題 で した・ 今 回 「小
妊 治 療 後 に 妊 娠 し た 丈 婦 の経 験 と 望む 支

援」 「不 妊治療 施設と 妊娠後ω施設 の連携」 という忠者様と石謹者双方のお話を聴く事 ができると知ｏ、 看

護に生かせるヒントを見つけられるのではない かと期待を胸に会場へ足を運 びました

セ ミ ナ ー のｌｌｌで 特 に 印 象 に 強 Ｏ てい る こと は、 通 って い た 抽
院に 以 前 いた 石 護 師の カ を 頼っ て 転 院 し たと い

う お 話 で した。 少 Ｌ 意 味 合 い
は 違う か も Ｌ れま せ ん が、 こ れも、 ま さ しく 信

頼 閂係 イ コ ー ル 継 続 的支 援 で は な

い で し上 う か 毎］、 限 弓れ た 時 間
と ス 亨ツ フ の中 で、 忠 竜 様 と どれ だ け向 き 合 えて いゐ で しょ

う・ｒ そ う 老 え出

した ら、 悶 々
と して Ｌま い ま す が、 き・・と こ の 看 護 師 のカ

も 忙 しく 石 護 を さ れ て い た に違 いあ り ま せ ん 締 続

的支 援 は ま ず、 今 の 施 設 で
どれ だ け患 音 様 と信 頓 関 係 が 結 べ る か が 重 要 だと 思 い ま す一 会 場 内 で は・ 情 報 提 供

に 閲 して も 賛 否 而 論 で Ｌ た が、 信
頼 閲 係 が 結 べ る こ と で、 お の ず とそ の

忠 者 様 にと っ て プ ラス にな る 支 援・ 情

報 提 供 が で き る のて は な い で しょ う か． 忠 者様 の 人 切 在 個 人情 報 をお 預か り して い る 私
達 は
・ 今後

の 患 者 様 と

家 族 の 辛 せ ω た め に 必 要 で ある 情 報 を 見極 め、 １
片感 だ けを 信 じて 行 動 す る こ と が ない よう・ Ｈ 々 の石 謹 に 遭 進

Ｌ た いと 思 い ま す。 七 … ナ ー に 参 加 さ
せ て いた だい た こ と で、 忙 しさ の

ｌｌ１忘 れ か け てい た 肩 謹 師と して の 使 命

を再 認識 す る こと が で き ま した お 話 しく だ さっ た 当 事 者 の 方、 セ ミ ナー 担 当の 方 々 へ 心か ら 感
謝い た Ｌ ますｉ］

“函 理 事 会 報 告

日 時

入会揺奇

４
函 ｏ面１

皇Ｏ㎎年７川１舳 １水〕 ■ 甘

㈱入会を鰍 ＼ ふ

函 ｇソ
日 時 ２００呂年 ７ 月 １９日 ｛１］ １７ ００－１呂一〇〇

場 所 兵 庫 県 ■
一
＝大 学 明イ！キ ャ ン パ ス

山 席 理 華 燕一咀、
有 森
、
野 澤
、
村 本
、
塩 沢
、
小」ｌｌ
、
満 水。

福 皿，
ｊ；’ 皿

陶 告事項１

１． 各 委 貝 会報
告

１〕 広 報 委 貝 会 ’ パ ン フ レ ッ ト の 印 刷 樺 備 中。、

２〕 突股開発委員会 研究助 成の申請者２名よＯ

期 限内 に 再 提 出 があ り、 平 成２ｏ年 度研 究助 成

の 対 象 と して 採 択。



日本生 殖看護学 会 Ｎｏ２０ 発行 日 ２００８９

第６回 日本生殖看護学会 総会報告

時 １’成２０年 ７ 月 ２０□ ｍ １ １３ ０ヨ ～１ヨ ヨ日

場 所 兵席 県立 人学 明石キャ ンパス 講堂

席 会場川席 者５０朽、 委任 状盟通

一本 会 会貝ｕ第１６条‘二 よ ｏ 総 会 距^、†〕

総合 毛 推理 俳 議 長 野澤用 ＃

申 箭 伸 撞 ２ 仲 ・ 採 批 竹 数 一 ２ 竹

１〕 荒坤 洋 ｒ氏 「不虹 治 療撞に虹 娠 Ｌ出産 Ｌた虫性

の 身 体 イ メ ー ジ と ア イ テ’ン テ ィ テ ィ に 間 す る｛升究」

２ｊ 宣崎 撞奈氏 「小 榊■ｉ石 謹 認定塙謹 師披 育課押の

評¶血と課題」



亙 日本生殖 看護学会 Ｎｏ２０ 発行日 ２００昌９

Ｏｏ．２００８年 こ れから行 われる学会 ・研修会等のお 知ら 伽 ｏＯ

月 １！ 学 五 ・ 研 修 ム 名 ム 場 照 血 先 ・ 事 務 局

京大医学口語人間健康科 学科官 研究

良都 人学医学 部人間 室気付

９ Ｈ １ヨ□ ・１’］
口 本 ヒ ュ ー マ ン・ケ ７ 心 理 学 会 健 擁 科 学 科 第１０回 大 会 卑 務 局

㈱ １ｏ回〕 ■ 大 病 暁 両 構 内 ＴＥ レ ＦＡＸ ｍ７５〕７ヨ１－３肪１

１ 曲 都 １１０ ｔ巾
」^
ｗ ｗ ｗ ［ｏ宮」；．ｌｏ

ｈｏ止ｕ 颪〔」 ｝

ｋ ・

４１１ 性 科 学 七 ミ ナ ー 備 １０ 山 ｔ巾
」^
ｗｗ ｗ１４．ｐ１日１罰ｏｒｊｐ。」；昔｝

京郁 人学１共学部構内

芝蘭会館 京都大学大学院医学研究科

５１１ 日本杵 科学 会 ㈱ 盟 呵１
１京 郁 制 人聞憧鹿科学系帝攻家族看 護学講哩

ＴＥ Ｕ ＦＡ Ｘ ｛０７５〕７ヨ１一茗帥１

ｎＰ、〃 ｗ ｗ 冊１４ ｐ１颪１坦 Ｏｒ」Ｐ
ノ」；昌；ノ

１ｏ月
］ 本１ＶＦ学 会事務局

Ｈ □・１呈『］ ｌ１ 刺ＶＦ学会 ㈱ｌｌ１司１
人阪 同際会議場 ＴＥＬ ／Ｏ右〕肪３４一昌呂別

１人 阪 市１ Ｆ＾Ｘ ／Ｏ伍〕石５甜一呂呂冊

ｔ†ｐ一〃 ｗ ｗ ｗ …’直ｔ皿Ｅｔノ

兵庫峠科 大学 産科婦人科学教室

盟 １１・ 四 □ Ｈ 本’１ 殖 医 学 会 ㈱ ５ヨｌｌｌｌ〕
神 川 司 際 会 謎 場 Ｔ ＥＬ ｍ 鴉 剖 砧一胴 別

１神｝ｊｌｌｌ〕 Ｆ＾Ｘ ｍ７９副 蝸一仙６茗

岬一〃 舳１Ｗｊ甘 ｍ Ｏｒ叩／

シェラ ントン ゲラ 剃９回一 本母 性衛生学 会事務局

５ 日 一 ７ Ｈ １」 本 母 性 衛 ヰ 学 会 佛 岬 凧
ン デ・ト ー キ ョ ー ぺ Ｔ ＥＬ 〔Ｏヨ〕５呈 冊一１１９１

イ ホ テ ル Ｆ＾Ｘ ｌＯ割 ５１７５－１１９２

；浦 安 巾１ ｈｔｔｐ．
」^
ｗ ｗ ｗ ｂｏ；ｅｌ－ｄ；ｏｉ』ｒ甘

＾ｍ 甘１咄 ｎ Ｓｏｏ 帥 ｆｏｒ

呂 Ｈ － １ 洲 Ｈ 叩 ｒｏｄ 皿 ｎ 冊 Ｍ 直ｄｌｏｎｏ

廿 ン ワ ラ ン シ ス コ 」
、ＳＲ Ｍ

ｌｌ』」
一■■「^ ｎｎｕ^ ｌ Ｍ 舵 ｍ ｇ

１合 衆１珊 ｈｔ巾 〃 ｗ 冊ｗ 抽ｒｍ ｏｒ且

（刊１東京都看謹 棚会内 「第１３呵

１］ 本 看 謹 サ … ツ ト と う き ょ う
’ｏ宮開

ｌｌｌｌ ・１ 別『
ｌ１ 本 看 護 廿 … ， ト と う き ょ う

一〇呂 束 京１司 際 フ オ ー ラ ム 鴨 事 描 局」

佛１茗同〕 峡 京都千代ｍ 剛 ＴＥＬ ω茗〕５２２９－１５１５

Ｆ＾Ｘ ｍ３〕５２鴉一１５四

ｈｔｔｐ一〃 ｔ ． 一Ｐ
川 ノ

福 岡岡瞭会誰場ノ 福 岡県市大学宥邊学 部塙 黎学科

１ヨ□ ・１’日 Ｈ 本 看 護 科 学 学 会 佛 ２畠１１１１〕
福 岡 サ ン パ レ ス ホ テ Ｔ ＥＬ ‘０９岬〕４２－１ 蜘

ル 岳 ホ ー ル Ｆ＾ｘ ｌ０９岬〕４２一呈㎝ヨ

１福１岡 市〕 ｈ 岬’〃ｐ１冊刮ｕ㎜ ｎ．肌 岬
ブ１且冊／

１洲

□本家旋 計面協会 □本家族計画 協会 研 悔課

ユ１□ 一１４Ｈ
一 メ デ イ カ」レの た め の 遇 伝 庫 虫 八 重 洲 ホ ー ル ＴＥＬ ω３〕３呈 的一岬宮ヨ

カウ ン七リ ン グ七… ナー ｛ト 僻 京都中央［幻 Ｆ＾Ｘ ｌＯ刮 盟研一蹄朋

融 コ ー 則 」 佛 茗呈 剛 ｈｔｔ口 〃 ｗｗ ｗ］ｆｐ颪ｏｒｊｐノ

日 本 ヰ 殖 医 療 心 坤 カ ウ ン セ リ ン ゲ

２００９年 Ｈ 本生殖医療心理カ ウン七リ
人阪国 暁会議堪 学会 事 務局

１ 月
１呂□

ン グ 学 会 １第 ６ 回〕
グ ラ ン キ ュ ー プ 大 阪 Ｔ ＥＬ ｍ４ヨ〕明７－ｌ０３蓼

け 阪１１」〕 ＦＡＸ 伽 引 明７－ｌ０２９

ｈ 岬 一〃 ｗ ｗ ｗ 冊 ｐｒｏ・Ｐ； ”
ｈｏ，ｏｒ埋

ノ

第鴉 回円本助睦学＾学 術葉＾運営

タワー ホール船堀
事務 局

ヨ月 別 日・〃Ｈ ］ 本助産学 会 佛２畠剛
１東京 都汀』１川 区〕

ＴＥＬ ωヨ〕ヨ２１９一ヨ刷１

Ｆ＾ｘ ωヨ〕ヨ 捌 一１害１１

ｈ 甘ｐ 〃； 叩 肝ｏ，ｕ ｍｌｎ、肛 」Ｐ
小 ｍノ

ヰ呈㎝呂年蓼月 ７□現布の 情報です、 詳細 は各学会・学 術
集会事務局へお 問い合わせ 下さい。



日 本 生 殖 看 護 学 会 Ｎｏ ２０ 」冒Ｏ冒［畠害直 Ｓｏｏｌｅｔソ ｏｆ ＦＥｒ寸■１■寸Ｖ Ｎ］ｒ；■ｎｇ 莞 行 日 ２００８ ９ １、τ

● 叢灘簑膿：農す ／一）
実 際 に 患 者 さ ん と 間 わっ て い く１いで、 「ｌｌの 前に い る こ の

患 者さ ん に どωよ う に対 応 した ら いい の だろ う ？」

「患 者 さ ん と ゆ・・く り 話 が 出 来 る 環 境 を 作る た め に は どう し た らい い の か ，」 な ど、 臨 床 の 現 場 で は シ ス テム

や 看 護 観、 倫 理 観な どのｌｌｌで 問題 や ジレ ンマ を 感 じる こと があ る と思 い ま す。

実 践１鞘発 委 貝 会 で は、 この よ う な 様 々 な 問題 に 直面 し た時 に 直接 ご相 談 をお 畳 け し、 よ りよ い 不 妊看 護 の 方

向伸 を 一 緒 に 考 えて い き た い と考 えて い ます・ 現布、こσ〕シス テ ム は □ 本牛 殖 看 護学 会の ホ ーム ペー シ（ｈ１ｔｐ：〃

」皇１ｎ ｕｍ ｍ－ｐノ〕 か ら の み の ア ク セ ス と な り ま す。

会 貝 の 皆 様 か ら ω ご 相 談を お 待 ち して いま す ｒ な お、 お 寄せ い た だ い た ご相 談 の 中 に は、 同 じよ う な 悩 み

を 持 つ 会 貝 の 皆 様 ω 参 考 に なる も の が 多く 含ま れて い ま す、 相 談者 例 同 意 を 頂い た ト、 相 談 後１ 年 以 ト経 過 し

た 後、 相 談 さ れた 方 が 特 定 で き ない 形 に 加 丁 し、 『小 好 看 謹に 閲 す る Ｑ ＆ ＾」 と し て、 ニ ュ ース レ タ ー や ホ ー

ム ペ ー シ に 順 汰掲 載い た Ｌま す。 どう ぞ ご ｆ承 トさ い。

ｌ１灘㌶嘉；ふ 脅
◆相識さ れる靱合は…

□ 本牛 殖 看 護学 会の ホー ム ペ ー ジ に ア ケセ ス し、 宙 川 の 「ご相 談 内 容 記 入川 紙」 に 相 談 内奔 を 出 来る だけ 計

細 に ご 記 入 後、 送 信 して く だ さい、 後 ほ ど、 お 返事 を 送 ら せて い た だき ま す。國 コ ツ コ ツ 楽 し く、 そ し て チ ャ レ ン ジ １ ｌＮ 大 阪

越 田 クリ ニ ッ ク 藤 島 由 美 十

秋の気配を感じる季節になりま Ｌた． 不妊症 看護認定看 護師５期咋の 藤島由美子 です。
ｌｒ食 徹 の 秋」 で す ね、 ｌｏ月 には 神’１で第５３１口１日 本 生肋 医 学 会 総 会 ・学 術 講 演 会 が 行わ れる ｒ定 で す． 神Ｆ 在 佳

の 私 に と っ て は
’
学 会 で 遠 方 に出 か け る 楽 し み ド がな い の が 残 念 です が、 研 修イ

ｌｌ１問 と 会え る こ と を 楽 し み に

して いま す。 人い に 神 戸口〕食 や観 光も お 楽 Ｌみ く ださ い。

私 は 大 阪 の 不 鉦 医療 専 門 施 設で あ る 越 田 クリ ＝ ツク に 勤 務 して いま す。
バ トン 壱い た たい た 浅 野 さ ん と１司じ

く１一慌 も も う ひ と り の 認 定 看 護師 内 冊 久 美子 と 一緒 に 活 動 を して い ま す１、 暴 走 Ｌて しま う 私 を 止 め る 役 で、
い つ も客 観 的 な視．百で 見 てく れ

る よ き パ ー トナ ー で と ても 心 強い です。

こ ω よ う な バ ト ンを 受 け取 っ た も の の、 認 定 看 護 帥と して 何 が でき て い る の か
亨と 考 えて しま い ま す。 ます

は 白 施 設 の 業 務 幣理 や 手 順書 作 成 な どを 手 が け て いま す。 治 療 が 複雑 化 す るｌｌ・で 出 来 る だ け業 務 整 理 を し、 患

者 様 と 関 わ る 時 間 が多 く もて る よ う に そ して待 ち 時間 が 短 軸 で きる よ う に と 考 え てい ま す。 口 常 業 務 の 中 で 各

ス ク・’ワ が問 題 意 識を 持 ち、 吐 善 に 向 け て どん ど ん問 題 点 を 挙 げて く れ ま す。 解 決の た めの 方 策 を 老 え 実 行す

る の は 大 変 です が、 や 呵 が いを 感 じて い ます。

院 外 活 動 と して は、 第６１□１日 本
牛 殖看 護 学 会 学術 集 会 で 企 画 委員 を さ せ て いた だき ま し た。 企１則 ・ 運営 をす

る に あ た り 検 討 に 検 討 を 重 ね、
綴 密 な 計 面 を 立 てて 成 り 立っ て いる の を 知 η、 ひと つ ひと つ す べ て が 勉 強 に な

り ま し た、」 もう ひと つ は、 関 四 地 区 勉 強 会 を 来 年 早々 に 計 画 してい ま す。 山 来る だけ 多く の 方 に 参 加 し て いた

だき、 不 好 症 看 護の 質 向 トがで き る よ う 勉 強 で き た らい い な と 思っ て い ま す。 他 の地 区の よ う に、 定 期 的 に勉

強 会 を 開 く シス テ ム 作 り も Ｌて い き た い と老 え て い ま す。

認定 看 護 師 に なっ た と き は、 「何
か を し な け れ ぱ な ら な い」 と 焦 る 気 持 ち で した。 し か し気 持 ち ぱ か り で何

も 進 み ま せ ん で Ｌた、、 焦 らず に で き る こ と か ら コ ツコ ツ と や っ て いこ う と 患 い ま した。 みん な の力 を 惜 η な が

ら、 少 し ず つ 前 を 見て 進 めて い ま す。 こ れ か ら も何 が で きる か を老 え な が ら、 地適 に そ して 楽 しく やっ て い き

た い と思 いま す・ で も 時 に
はチ ャ レン ジも した い ｛暴 走 し ない よう に〕 と 思 って い ま す。

次 に パ トン を 澁す の は 奈 良 鼎の 一 庵 さ ん です、 一庵 さ ん の 活 動 報 告を 楽 しみ に して いま す。 よろ しく お願 い

い た し ま す。



有 日本生 殖看竈掌会 Ｎｏ２０

教 育 推 進 委 員 会 で は、 会 員 が
１ 催 す る 各 地１｛の

勉 強 会を 支 援 し た い と 考 え て お’〕ま す、 勉 強 会を

企■由■さ れ て い る 代 表 者 の 方 は、
開 催 ］ 時、 開 催 場

㌫煎㌻讐：鮒 榊を軌幕票簑・１
ご連絡 く ださ い、、 よ ろ し

く お 願 い 申 し トげま す．

教育推逃委Ｈ 会担当理事 森 恵美

教育推連委員会担当理事

森 恵 美 ｍ ｏｒ 他 ｆ君［ｕ１†ｙｏｈ
ｉｂＨ－ｕｊｐ

Ｔ’葉 火学毒護学部 肚性 看護学教育研究分野

〒２６０毛６７２ 千 葉 市中 央 区 亥鼻１一呂一１

発行目 ２００８９

国
聖蹄加括 謹人学肩 講実践開雅研究セン ター

不妊症看護認定看護師
教育課程からのお知らせ

２００９年度の木虹症看護 認定乖 護師教育課程の 研修生

を 追 加 募 集い た し ま す。

詳 細 は、 本 学 ホ ー ム
ペ ー ジ ｛ｈ“ｐ 〃 ｍｄｎｐ彗１㎝一一ｆ」ｐ

■

に て お 知 らせ して いま す、

廟書受付期問 ２００畠年１１川２１ｕ／金 ト ｌ１月２昌ｉＨ 金ｊ

試 験 １」 ２００９年 １月 ７ Ｈ／水〕・畠 Ｈ（木〕

課 程 開 始 ２００９年 石月 １１１

＃ 如 週 命 曜 ・１’曜 σ〕２ 口 間 が 授 業 ］ で す．

た だ し、 呂』」末｝９月 未の １ ヶＨ 間 は 平

１１通１１の 策 中 授 業， １ 月 ～２ 月 の １ ケ

月 間 は 実 習 に な り ま す一」

晶果 柏三１歩 ｒ ２０１０年 ２」」２昌Ｈ

］ 本叶 殖 看 護１羊会 への お 閉い 合 わ せ、 会 員 に伝 えた い 情 報、 ニュ ー ス レ タ ー に間 す る
ご希 弔・ ご意 見な ど

が あ ■〕 ま し た ら、 ＦＡ Ｘ ０３一舵 ２６－６３呂Ｏ も し く は Ｅ－ｍ訂１ １」昌…〔・昌１ｏｌ．且〔」ｐ
ま で、

お 気 軽 に ご 連 絡 く だ さ い

ニ ュ ー ス レ タ ー は郵 送 では な いの で転 送 は さ れま せ ん， し た がり て、 住 所・氏 名・所 属等 ω 変 更 があ る 方 は、

速 や か に ご連 締く ださ い一

お 知’］ 合 いの カ を ぜ ひ ］ 本 生殖 石 護 学 会 へお 誘 いく ださ い。 人 会希 望 の 方 が い ら・。し中 い ま した ら、 人 会

案内 を お 送ｉ〕し ます の で、 お宇■一描、 ご連 絡 先を お 知ら
せく だ さい

□ 木叶 殖 看 護 学 会 ホー ム ペ ー ジ （ｈｔΦ．〃」副ｎｕｍ…」ｐ〕
を 適肯 塑新 Ｌて いま す。 せ ひ新 しい 情 報 を ご 活用 く

里 頁 互 貝 ｗ コ^ハ’』 ｝ 岬”’〕 い ，

’ド成 加 年度 会費い１’成２０年９月１１１一平岐１１年宕Ｈ茗１１］までの諦活動に伴う 会費 です〕の締入を お願いいた します、

な お， 過 年 畦’〕会 慢 未 納 の 方 は、
」
■
Ｉ急 に 納 人 を お 願 い い た し ま す。

Ｉ●８後Ｉヨ

よう やく朝タ涼 しくなり、 トンポを見 かける ようにな

○ま した。 公園に はコスモ スが開花したとし、う ニュース

も流れ、 秋ですね え。 令年 の亘は， 例年以上⑳ 異常気象
目 本 生殖 看竈 掌 会

で し た。 猛 暑 が 続 Ｌ、た と 思 え ぱ、
一
ゲ リ ラ 豪 雨

’
と い う

言葉も生 まれ． 近 隣の神戸 でも死蜴者 が出て しまコたこ
」叩君ｎ田ｅＳｏｏ 帥 ｏｆＦ趾ｔｉ肚ｙ ＮＵｒ昌…９：ＪＳＦＮ

とは、 とても悲 しし、ことでず。 〒 一０４－ｏｏ糾 東 京都■１映 区 明 万 町 １０－１

話は 変わｏまず が、 令年 の目標で右る 「ワーク・ライ

フ パうンス」 が犬切だと 思しｒながら、 なかなか実行で
聖 路加 看 護大 学 内

き なＬ、私 です但 そん な 中、 職 場では第 一水 曜日は
一
コ ＴＥＬ ＆ Ｆ＾Ｘ Ｏ｝石２珊一６珊Ｏ

三 ユ ニ ケ ー シ ョ ン の 目
’
、 弟 ≡ 水 曜 日 は

’
家 族 の 目

一

と 称して、 １８時に冷 暖房 が停止 しまず。 毎回 事務よＯ
Ｅ・㎜ｉ１ ｊ・１・＠・１・皿・冊ＪＰい 仙・このア ドレス

を 使 刷 １

一 斉メ ールで お知らせ が入 るのですが、 その度 「帰ｏた

く て も 帰 れ な い、 そ の 分 仕 亭 を 減 ら し て」 と ム ッ と し て
ホ ー ム ペ ー シ ｈｔ叩１μｊ昌…、ｕｍｌｎ．」Ｐ／

Ｌｒる 私です。 そ晒ス トレス が、 この秋 食欲にいかないよ

う に注意 し、 健全１［発散 したいと思いま す。

（広報委 員 野 澤美江子、 塩沢苗美、 林はる 出， 安戚 智子〕

重 要 会費の納入をお 肌１します


